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１．水防法の改正状況

出典：国土交通省ホームページ

○多発する浸水被害への対応を図るため、水防法の一部改正（H27.5.20）により、想定し得る最大規模の洪水・内水・高潮への
対策（ソフト対策）の推進を実施することとなった。

○大路川では、計画規模の降雨による洪水に係る浸水想定区域について、平成26年4月に公表しているが、現在、最大規模降雨
による洪水に係る浸水想定区域の検討を実施している。

水防法一部改正の概要
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１．水防法の改正状況

＜浸水想定区域図（河川管理者）＞
①水防法：公表
第14条第1項：想定最大規模降雨により浸水が想定される区域（区域・浸水深）
第14条第2項：浸水の継続時間（長時間にわたり浸水するおそれがある場合）

②省令：公表
第2条4項：計画降雨により浸水が想定される区域（区域・浸水深）

→ 既存の浸水想定区域図規模

③洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）：検討
家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸浸食）

＜ハザードマップ（市町村）＞
④水防法第15条第3項：公表

⑤洪水ハザードマップ作成の手引き

＜市町村地域防災計画（市町村）＞
⑥水防法第15条第1項・第2項：公表
→省令第11条・第12条・第16条・第17条
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２．水防法改正により実施する内容
○想定最大規模降雨の浸水想定区域図
・水防法第14条、水防法施行規則第1条から第3条に基づき、洪水浸水区域および浸水した場合に想定される水深、洪水時家
屋倒壊危険ゾーンおよび浸水継続時間等を表示した図面に洪水浸水想定区域の指定となる降雨を明示した「洪水浸水想定
区域図」を作成する。

・洪水浸水想定区域図を作成するための浸水解析においては、「想定し得る最大規模の降雨に係る国土交通大臣が定める基準
を定める告示」（平成27年国土交通省告示第869号）に基づき、想定最大規模の降雨量および降雨波形を用いる。

想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域に拡充

現行の洪水に係る浸水想定区域 想定し得る最大規模の洪水に係る区域
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２．水防法改正により実施する内容
○今回、初めて「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

家屋倒壊等氾濫想定区域浸水継続時間
・堤防沿いの地域等において、洪水時に家屋が倒壊するよう
な氾濫流や、河岸侵食の危険性が高い区域。

・浸水深0.5mに達してから、下回るまでの時間。

・これを参考に、「早期に立退き避難が必要な区域」を設定
し、安全な場所に立退くよう呼びかけ。・立ち退き避難（水平避難）の要否の判断や企業BCPの

策定等、長期間の浸水による支障を防ぐ有用な情報。

※浸水深0.5m：屋外への避難が困難、孤立する可能性のある水深

←堤防決壊に伴う氾濫流で
木造家屋が倒壊した状況長期間の自宅避難となった場合の生活環境の悪化説明例

洪水ハザードマップ作成の手引き（国土交通省）より
河岸侵食による家屋倒壊及び流出

洪水ハザードマップ作成の手
引き(国土交通省)
[写真提供 西日本新聞]
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２．水防法改正により実施する内容
○浸水継続時間の設定
・浸水継続時間は、洪水時に避難が困難となる一定の浸水深を上回る時間の目安を示すものである・
・浸水継続時間が長い地域では、仮に洪水時に屋内安全確保（垂直避難）により身体・生命を守れたとしても、その後の長時
間の浸水により生活や企業活動の再開等に支障が出る恐れがあることから、立ち退き非難（水平避難）の要否の判断や企業
BCPの策定等に有用な情報となる。

※浸水想定区域とは別図で作成表示例

凡 例
浸水継続時間
（浸水深0.5m以上）

4週間以上
2週間～4週間
1週間～2週間
3日間～1週間
1日間～3日間
12時間～1日間

12時間未満または
浸水深0.5m未満

※イメージ
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２．水防法改正により実施する内容

凡 例

家屋倒壊危険ゾーン（洪水氾濫）

家屋倒壊危険ゾーン（河岸侵食）

0.5m未満の区域

0.5～3m未満の区域

3～5m未満の区域

5m以上の区域

表示例

※イメージ

○洪水時家屋倒壊危険ゾーンの設定
・洪水時家屋倒壊危険ゾーンは、洪水時に家屋が流失・倒壊等のおそれがある範囲を示すものであり、洪水時における屋内安全確
保（垂直避難）の適否の判断等に有効な情報となる。

・当該ゾーンの設定においては、氾濫による流体力の作用及び河岸侵食による基礎の流出による家屋倒壊危険性について評価し、
それぞれについて設定・表示する。
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２．水防法改正により実施する内容

○既往浸水想定区域図との主な変更内容は以下の通りである。

分類 変更内容（一覧）

①氾濫水の流れの

再現性を向上

●浸水解析メッシュサイズの細密化 （変更）

（地形や土地利用のモデル化精度を向上）

現行：50mメッシュ ⇒ 変更：25mメッシュを目安に適切に設定

●氾濫水の流下に影響を及ぼす建物の評価 （変更）

現行：建物占有率を粗度係数に反映 ⇒ 変更：建物による阻害を空隙率・透過率にて考慮

●氾濫水の主流路となる道路網を考慮 （新規考慮）

（市街地等で氾濫水が集中しやすい道路網をモデルに考慮）

●排水条件の仮定と浸水継続時間の算定 （新規考慮）

（最大浸水深の把握に加え、洪水減衰期までの計算を実施）

※浸水長期化による立ち退き避難（水平避難）の要否や企業BCPの策定等の参考報

②現況の河道及び

土地利用状況を反映

●最新の河川横断測量成果に基づく流下能力の評価 （更新）

●最新の地形図や土地利用区分に基づくメッシュモデルの作成 （更新）

③避難行動につながる

情報の提供（図示）

●細密測量成果を活かした高解像度（5m）の浸水深表示 （変更）

現行：関係市1/2500都市計画図等 ⇒ 変更：国土地理院5mメッシュ標高等

●避難行動と関連付けた浸水深表示ランクの見直し （変更）

現行：５ランク表示が標準 ⇒ 変更：８ランクを標準として閾値の見直し

●垂直避難の適否等に役立つ家屋倒壊危険ゾーンの表示 （新規）
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２．水防法改正により実施する内容

洪水浸水想定区域図の対象河川

１）浸水解析の方法 ①流域から河川への流出量を算定
対象洪水の流量波形を作成

②氾濫が生じる箇所の把握
河川の各地点における流下能力を算定し
氾濫が生じる水位・流量を把握

③河川の水位・流量を時刻毎に追跡計算
河川モデルの上流から対象流量を流し、
掘り込み部では溢水量
築堤部では破堤による氾濫量を計算

④氾濫水の動き（水深・流速）を時刻毎に追跡計算
氾濫流量をメッシュ化した地形モデル
により、メッシュ毎の浸水深と流速
を算定

③
④

浸水解析モデル概念図

②

Q

ｔ

洪水予報河川、水位周知河川
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２．水防法改正により実施する内容

２）洪水浸水想定区域図の作成方法
①氾濫が生じる箇所全てにおいて浸水解析を実施

管理断面間隔で破堤地点を変えながら複数の浸水解析を実施
※ある箇所の破堤を検討する際は、最大流量が当該地点に到達することを想定
（破堤地点の上流側では越水・溢水は見込むが破堤は見込まない。）

②全ての浸水解析結果の重ね合せ最大を算定
各破堤地点別の解析結果より、各メッシュで最大となった時刻の浸水深を採用した重ね合せ

最大浸水深を算定

全破堤地点の
重ね合せ最大浸水深

破堤地点①

破堤地点②
破堤地点②の
最大浸水深

破堤地点①の
最大浸水深

微地形の浸水深を反映
説明文、凡例等を明示

洪水浸水想定区域図
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２．水防法改正により実施する内容

１0



３．洪水浸水想定区域図等の検討手順

１1

４．浸水する可能性のある範囲の把握
浸水する可能性のある範囲は、既往の洪水浸水想定区域図等の検討結果を参考として、想定最大規模降雨によって破堤又は溢水氾

濫が想定される地点（氾濫想定地点）を相当数選定し、各地点における最大浸水域を包含できるように対象範囲を設定する。

○大路川
現在の水位周知河川の区間は、「千代川合流点から念佛橋」。

しかし、大路川の現況流下能力と想定最大規模降雨では、念佛橋
から鳥取県が管理する最上流端の桜木橋までの区間でも、溢水氾
濫が発生する可能性がある。

念佛橋から桜木橋までの区間は、概ね掘込み河道であるが、沿川に
は家屋が集中している箇所があり、浸水リスクを周知する必要があると
考えられる。

よって、検討（シミュレーション）対象区間は、「千代川合流点から桜
木橋（鳥取県管理最上流端）まで」とする。

○砂田川・砂田川放水路
地形条件や河川の状況より、大路川の影響を受ける一連区間を考
慮する必要があると考えられる。

そのため、砂田川は「砂田川合流点～沢前橋まで」、砂田川放水路
は「大路川合流点～桜並木橋まで」とする。
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５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）

１）想定最大降雨量の設定の考え方

①降雨波形
最悪の事態を想定するため氾濫した際の被害が最大となるよう選定するものとし、複数の降雨波形を、想定最大規模の降雨量に等しくな

るよう引き伸ばしを行い、それぞれの降雨波形による流出計算を実施し、任意の想定破堤点から氾濫した際の被害が最大となると考えられ
る降雨波形から選定する。

「想定し得る最大規模の降雨に係る国土交通大臣が定める基準を定める告示」（平成27 年国土交通省告示第869 号）に基づき、
想定最大規模の降雨量及び降雨波形を用いる。

②流出量計算
河川整備計画で用いられている流出解析モデルの合理式（合成合理式）では、流出率を一定としている。しかし、実際の流出形態は、

累加雨量が多くなることで地中への浸透量が減少することから、想定最大規模降雨時の流出率が、一定とは考えにくい。
そのため、実績洪水での再現性の比較を行い、最適な流出解析モデルを採用する必要があると考えられる。

出典：中小河川計画の手引き
平成11年9月
中小河川計画検討会
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（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
２）流出モデルの検討

① 再現性の確認
流出解析モデルは、一般的に合理式（合成合理式）、貯留関数法、準線形貯留型モデル、特性曲線法が挙げられる。
このうち、各流出解析モデルの特徴、大路川の流域面積、流域形状、流域内の土地利用状況などより、大路川での適応性が高いと考え

られる流出解析モデルとして、「準線形貯留型モデル」を選定し、従来用いられてきた「合理式（合成合理式）」と「準線形貯留型モデル」の
２モデルで近年の実績洪水で再現性を確認した。
その結果、「合理式（合成合理式）」に比べ、「準線形貯留型モデル」の再現性が高いことから、想定最大規模降雨における流出解析モ

デルは、「準線形貯留型モデル」を採用した。

平成24年9月18日降雨 再現計算結果（一例） １4

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
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（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
２）流出モデルの検討

② 想定最大降雨量の設定の流れ

大路川は、想定最大規模降雨に関する地域区分で「⑩山陰」に該当す
る。「浸水想定（洪水、内水）の作成等のための想定最大外力の設定
方法 平成27年7月」に記載されている「⑩山陰」の最大降雨量が該当す
る。（右表参照）

右表より、大路川流域（流域面積31.32km2、降雨継続時間24時
間）における最大降雨量は「624mm/24hr」となる。

なお、千代川水系での想定最大規模降雨量の508mmを超過しており、
本支川の整合性について問題ないと判断した。

また、洪水のピーク流量に支配的な継続時間（洪水到達時間）は約70
分であることから、1 時間雨量（ピーク雨量）の最大降雨量
「130mm/1hr」も考慮した。
※降雨引伸ばしの上限値を「130mm/1hr」と設定。

出典：浸水想定（洪水、内水）の作成等のための
想定最大外力の設定方法 平成27年7月

③ 降雨量の設定

想定最大降雨量は、「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４
版）平成27年7月」に基づき、「浸水想定（洪水、内水）の作成等の
ための想定最大外力の設定方法 平成27年7月」により算定する。
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５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
２）流出モデルの検討

④ 降雨波形の設定
想定最大規模降雨の降雨波形は、「被害が最大となると考えられる降雨波形」を設定する必要があることから、ここでは、昭和51年9月

10日降雨、昭和54年10月19日降雨、中央集中型モデルハイエト（平成26年，100年確率規模）の6降雨ケース（Ⅰ型及びⅢ型引
伸ばし）での流出解析を実施した。

【Ⅰ型】昭和51年9月10日降雨
ハイエトグラフ 引き伸ばし後

【Ⅰ型】昭和54年10月19日降雨
ハイエトグラフ 引き伸ばし後

【Ⅲ型】昭和51年9月10日降雨
ハイエトグラフ 引き伸ばし後

【Ⅲ型】昭和54年10月19日降雨
ハイエトグラフ 引き伸ばし後

【Ⅰ型】中央集中型モデルハイエト
（平成26年,100年確率規模）引き伸ばし後

【Ⅲ型】中央集中型モデルハイエト
（平成26年,100年確率規模）引き伸ばし後

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
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（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
２）流出モデルの検討

④ 降雨波形の設定
ピーク流量が最も大きくなる降雨波形は、「中央集中型モデルハイエトⅢ型引伸ばし」となった。

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
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各降雨波形におけるピーク流出量の比較

（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
２）流出モデルの検討

④ 降雨波形の設定
ピーク流量が最も大きくなる降雨波形は、「中央集中型モデルハイエトⅢ型引伸

ばし」となった。
次に、氾濫水のボリュームの比較を行った。現況流下能力が比較的小さく、氾濫

水のボリュームが大きくなる大路川0k800左岸を評価地点とし、氾濫水のボリュー
ムを比較すると、「中央集中型モデルハイエトⅢ型引伸ばし」が最大となった。

さらに、2k400地点左岸においても同様に、氾濫水のボリュームを比較すると、「中央集中型モデルハイエトⅢ型引伸ばし」が最大となった。

氾濫ボリュームの比較(大路川0k800地点左岸，現況流下能力考慮)

氾濫ボリュームの比較(大路川2k400地点左岸，現況流下能力考慮)

よって、氾濫水のボリュームが大きくなる降雨波形の「中央集中型モデルハイエトⅢ型引伸ばし」を採用した。

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
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0k800左岸

×2k400左岸
位置図



（２）想定最大規模降雨に対する氾濫解析
１）解析条件
数値解析モデル：氾濫原⇒平面二次元不定流計算モデル，河道⇒一次元不定流計算モデル
対象河川：大路川（直轄管理上流端～桜木橋），砂田川放水路（大路川合流点～桜並木橋），

砂田川（砂田川合流点～沢前橋）
氾濫原範囲：南側境界⇒霊石山及び宝山にかかる山地，東及び北側境界⇒一級河川袋川堤防

西側境界⇒一級河川千代川堤防
氾濫原メッシュ：25mメッシュ
降雨規模：想定最大規模降雨

（中央集中型モデル降雨波形，ピーク雨量：130mm，24時間雨量：624mm）
氾濫原粗度：都市地域土地利用細分メッシュデータ（国土数値情報）より設定
河道断面：平成28年9月時点の現況河道
下流端条件：千代川 想定最大規模降雨時の大路川合流地点での河川水位（ピーク時間一致）

想定最大規模降雨 ハイエトグラフ

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

１9

（２）想定最大規模降雨に対する氾濫解析
２）浸水想定区域

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

20



（２）想定最大規模降雨に対する氾濫解析
３）浸水範囲の時系列変化（0k800地点左岸破堤の場合）

×

破堤3時間後

×

破堤1時間後破堤10分後

×

×：破堤地点

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

21

（２）想定最大規模降雨に対する氾濫解析
４）浸水継続時間

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

22

浸水深

時間

0.5m

浸水継続時間

：浸水深

＜浸水継続時間＞
任意の地点において、氾濫水到達後、一定の浸水深（0.5
ｍ）に達してからその浸水深を下回るまでの時間。



（３）その他の外力に対する氾濫解析
○浸水想定区域（中頻度（100年に１回程度））

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
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（３）その他の外力に対する氾濫解析
○浸水想定区域（中高頻度（50年に１回程度））

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

24



（３）その他の外力に対する氾濫解析
○浸水想定区域（高頻度（10年に１回程度））

５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
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６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

出典：洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4 版）2017.10.6
出典：洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4 版）2017.10.6
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（１）表示方法の考え方
浸水深は、各計算メッシュについて、氾濫想定地点ごとの浸水計算結果による最大浸水位（最大浸水深＋地盤高）

のうちで最も高い値をその計算メッシュの最大浸水位とする。また、計算メッシュの最大浸水位から地盤高の基本データを差
し引いたものを最大浸水深とする。
浸水深等の閾値は、一般的な家屋の2 階が水没する5m、2 階床下に相当する3m、1 階床高に相当する0.5m 、さ

らに子供の避難行動等を踏まえ0.3mとした。
また、配色については、ISO 等の基準や色覚障がいのある人への配慮、他の防災情報の危険度表示との整合性も含め
て検討し、右下図の配色とした。



（２）想定区域図（洪水浸水想定区域図，想定最大規模降雨）
６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（２）想定区域図（浸水継続時間，想定最大規模降雨）
６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（２）想定区域図（その他降雨：中高頻度（50年に１回程度））

６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（３）計画規模および既往浸水想定区域との比較（想定最大規模降雨）

既
往
公
表
（H

26.

4
）

今
回
検
討

流出量（ピーク雨量：73.6mm⇒130mm）が
増大したこと及び千代川の背水の影響により、浸水
範囲及び浸水深が増加している。

６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（３）計画規模および既往浸水想定区域との比較（その他降雨（計画規模（50年確率）降雨））

既
往
公
表
（

26.

4
）

今
回
検
討

①
①河道改修が進んだことで流下能力が増加し、
破堤箇所が減少したため、浸水範囲及び浸水深
が減少している。

②・③ 詳細な地盤高データを採用したことで、表現性
が向上したため、浸水範囲及び浸水深が変化し
ている。

② ③

H

６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（１）氾濫流による家屋倒壊等氾濫区域
モデル的な木造２階建て家屋を想定し、氾濫流に対する倒壊等の危険性を評価することにより、家屋倒壊等氾濫想定

区域を設定する。
各断面で氾濫開始水位到達時及びピーク水位時（堤防天端を超える場合は堤防天端到達時）に氾濫が発生する場
合の2 通りの解析を実施し、それぞれの水位により家屋が倒壊等に至る範囲の最大値を包絡するように家屋倒壊等氾濫
想定区域を設定する。

出典：洪水浸水想定区域図作成
マニュアル（第4版）2017.10.6

氾濫による家屋倒壊等の要因としては、倒壊・滑動・転倒が
考えられる。家屋倒壊等限界の算出方法の一例として、氾濫流
が通過する過程で家屋が倒壊等に至る状況を想定し、木造２
階建て家屋について倒壊等限界を試算した結果を右図に示す。

氾濫流による倒壊等基準となる倒壊と滑動について示してい
るが、あくまでもモデル的な家屋、荷重条件等を想定しての試算
結果である。

出典：洪水浸水想定区域図作成マニュアル
（第4版）2017.10.6

６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（２）河岸侵食による家屋倒壊等氾濫区域
河岸侵食が生じると、家屋の基礎を支える地盤が流失し、侵食範囲にある家屋については、家屋本体の構造に依らず

倒壊・流出の危険が生じる。そのため、出水時に生じ得る河岸侵食幅を算定し、倒壊の危険性のある家屋の範囲を河岸
侵食による家屋倒壊等氾濫想定区域として設定する。
検討の対象とする河川の縦横断図から、対象断面の河床勾配ib、川幅B、水深h、河岸高hb を読み取り、河岸侵食

幅を決定する。ここで、川幅、水深、河岸高については、以下のとおりとし、左右岸でそれぞれ評価する。

出典：洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4版）2017.10.6

６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（３）表示方法の考え方
①氾濫流によるもの
氾濫流による家屋倒壊等氾濫想定区域については、設定した倒壊等限界地点の包絡線を図示した。

出典：洪水浸水想定区域図作成
マニュアル（第4 版）2017.10.6

②河岸侵食によるもの
河岸侵食による家屋倒壊等氾濫想定区域については、測線ごとに算定された河岸侵食幅を上下流で直線又は堤防法

線の湾曲を考慮した曲線で結ぶことで堤防法線に沿って描画する。

出典：洪水浸水想定区域図作成
マニュアル（第4 版）2017.10.6

６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（４）想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流），想定最大規模降雨）
６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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（４）想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食），想定最大規模降雨）
６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

36



（４）想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流+河岸侵食），想定最大規模降雨）
６．洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）
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